
その他事業計画に

対する達成状況

令和7年12月から受け入れた社会福祉士養成実習生、体験利用者が令和8年度からの常勤職

員での入職、B型本利用者の増員につながった。

予算執行状況

稼働目標に対する達成状況参照 令和7年12月新体制を境に稼働が低下したが年度末に向

け少しずつ稼働が安定、ご利用者の休みが少なくなり、3月には令和7年度の最高値に近い

稼働になった

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

職員の退職や体制変更、各職員の想いが交差する1年であった。試行錯誤したが、利用者

が安心でき、安定した事業にはほど遠い達成状況であった。その中でも利用してくださる

利用者と向き合い、利用者の特性に合わせた作業場の変更や利用者との面談、作業マニュ

アルの整備、環境整備などを在職する職員とともに検討し続けた。      年間平均

工賃の低下が見れた。結果、令和８年度の基本サービス費のランクダウンが見込まれる。

その要因としては、施設外就労（介護老人保健施設恵の杜）での作業数の減少・利用者の

希望で阿久和での作業に偏りと利用者数の低下である。平均的な作業場の割り振りと利用

者が希望する作業場の提供の検討が必要である。また洗濯クリーニング、環境整備以外の

世情に合わせた作業内容の検討をしていきたい。事務作業や農福連携など。

令和7年度事業報告

わーくさぽーと阿久和(B型)

基本方針に対する

達成状況

利用者が安心したサービスを提供においては、安心し安定的ではなかった。（下記 事業

及びサービス目標に対する達成状況を参照）

重点項目に対する

達成状況

事業およびサービス目標に対する達成状況参照

稼働目標に対する

達成状況

年間を通して利用者実人数は９～１０名であったが、稼働日数において利用者１０名分の

日数は達成していない。新規利用者獲得すべく、営業を１２月から強化する。   実習

生や体験利用を柔軟に受け入れた。さらなる営業強化と利用者獲得の戦略が必要である。



月平均稼働

利用者別の内訳

年間行事等の報告

11月 職員会議

6月

7月

4月 避難訓練 防災訓練

5月 虐待、事故防止研修

9月

10月 避難訓練 防災訓練

8月

12月 職員会議

1月 職員会議

2月 外出レク

3月 災害、感染症BCP訓練、研修

7 12

7 11

3月 2 3

2月 2 2

5

51月 2 2

12月 2 2

6

511月 2 3

10月 2 3

5

59月 2 3

8月 2 3

57月 2 3

6月 1 3

4月 1 3

5月 1 3

5 9

区分5 区分6 その他

106

5 9

10

10

10

10

11

9

9

3月 10人 198人 159人

月 なし 区分1 区分２ 区分3 区分4 合計

1月 10人 180人 130人

2月 10人 180人 137人

11月 10人 180人 118人

12月 10人 207人 137人

9月 10人 198人 146人

10月 10人 207人 163人

7月 10人 207人 159人

8月 10人 189人 146人

月 定員 稼働目標 稼働実績 備考欄

4月 10人 198人 145人

5月 10人 198人 158人

6月 10人 189人 144人
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